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1．はじめに

岩壁にパソクリと閃いた洞荷の入し」ロそれは奥に続く暗闘＝地底神秘空間の

師である。人々の好奇心を煽り宜て、畏敬の念をすら抱かせる。度、その節

を開いたならは、奇岩がっくる異様な光景の連続、暗黒と静寂がもたらす小安

と緻臥いやがうえにもたかまる緊張組っ視見にととまらず、聴覚、臭堤、爪

先の触覚なと、満身を冴えわたらせる0このような非廿昔的空間が麗し山す、

墟烈なインパクト。まさに、洞伯の魅力である｛）

洞軌ま人間の深剛、呼を揺さぶる不思議な力を発揮する。再斗・増殖と循臥

生と死なとのイメーソが沸く。ここは癒しの空間となり、篭りの場・装置でも

ある○　▲ん、古来よりさまざまな残物、人類のための窟ともなった。

国内外の多くの地点で、洞請が観光の対象（観尤洞）として開発されている。

とりわけアジアにはその事例が多い。ただし、洞窟が存／lすることが潜在的観

光資源となり得たとしても、必ずしもそこに観光洞が城立するとは限らない。

観光洞が成立するためには、珊観光資源としての魅力的な洞窟の存在、②そ

こへ大量かっ快適、安全、安価に顧客を移動させるための交通手段、利便性、

（輔車場、トイレ、宿狛や飲企のための優れた観光施設なとが不叶欠である。

こうした条件をH現するために雄資本や貝体的な㈲案卜人い二．三左、なとの戦術と施
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渦癌の＝然と人間（大橋）

策を必用とする。当然、観光洞の特続的な⑥維持、整備や保全という課題も看

過できない。

一般的に観光洞の場合、こうした条件を十▲分満たしていないことか多い。な

ぜなら、洞窟の多くが山間僻地や火山地帯、海岸なとの特殊な場所に、王地して

いるからである。

今Rでは、単独で観光地が成立しているケースは希で、通常は複数の観光地

がネソトワークを形成しなから⑦観光地域を形成している。

そもそも〔動ネt会・文化現象としての観光は治安、経済、流行や人気なとそれ

ぞれの時代の社会・文化状況やその変化と密接に連動しており、浮沈が著しい。

したがって、観光洞の開発とその歴史も決して一筋縄といえるものではない。

わが国の代表的な観光洞の事例として近畿北部にある、兵庫県豊岡市の玄武

洞が挙げられる。

玄武洞の開発過程を検討してみると、観光資源としての原景観（自然条件）

もさることながら、地域祉会のなかに産業としてそれを取り込む（人間システ

ムに結合させる）光人たちのたゆまざる努力や社会的背景が景観形成（洞開資

源開発）の重要な要閃となっていることが明らかになった。

玄武洞は名湯、城崎温泉の発展と緊密にタイアップしながら擬似（人Ⅰ）洞

間が景観副生策の積み重ねによって、観光スポットの地位を確保した好事例で

ある。それは見事な「自然と人間の共生景観」と言える。

以下、観光洞＝玄武洞の景観構造とその特質、観光洞形成過掛こついて地理

ツ的考察を試みる。

2．玄武洞の原景観の構造とその特質

1）玄武洞は自然洞窟かつ

「H山川をへだてた対岸に、その玄武洞と呼ばれる洞肩らしい名の岩壁はあっ

た。（申略）坂道を20メートルはかり登った11】腹にそれはあったか、なんのこ

とはない、それは洞窟ではなくだだの断崖なのだ。だが、たたではないのは、
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洞銅の□然と人171日人橋）

その断崖絶囁かみことな柱状節理の集合でなりたっていることだった。世にい

ろいろの往状節理欄あるが、ここの杵状節理初表現する「絵から」かおもしろ

い」。地理学者、山口恵一郎の「玄武岩のふるさと一：（19錮）の記文の中から

の引用である。

その呼称から辿想される巨大な洞穴の存ft一とは裏腹に、玄武洞には洞田はな

い、と断定している。

玄武洞烏伸、脈定（昭和6咽の人然記念物である。いったい、「天然記念物」

の対象となった現象とは何であったのか。

ちなみに、「史跡・名勝・天然記念物調合報告．■㌢」（1926）・を紐解いて見る

と「往古コノJ也ハR木海侵入ソ今ノ玄武洞ィ、闇ハ海辺ノ　岬角二ソテ寄テハ返

ス怒涛ノタメに杜ノ　酢侵食崩壊シテ甜洞ヲ形成セルモノナルへソ。ム人コレ

ヲ灘石卜称スルモ、ソノカッテ侮ナリノヲ玄武洞力逓スルモノナランカ」とあ

り、洞窟の〃在とその成l対か海食洞に起源するものである、と明記されている。

『近畿の観光地理』（1967）1には「馴岡の次の駅か玄武洞駅である。駅の対

岸、MIl州ハいにある人黙記念物の洞荷である。玄武とは亀の意で、亀甲状の

天井とみことな州大師即かみられる。柱の彬はJL～八的形・径50～90センチ．

周幽15～2メートルに及ぶ。成因は不明であるが、地中の鋸一三が波浪で侵食さ

れ、崩墟した岩洞が後に隆起したものらい、。l東隣には人Ⅰ＿でできた古龍洞が

ある。来l情も玄武キ■；であることより、ここで人古の湖水がU本海へ流出した

ものとも考えられる。かって写真で見たポンペイの座州締〕都が、ここに実現

したような一思いをして玄武洞のとっっさにあるノ．frの「用とも見えるイ沌Y与に対

して立った（河東鞘酬d）」。と解説されている。

『日本の「1然』（1977）1－には「兵峡層の日本掛こ近し、城l崎の南、l仙川河岸

にある洞癌として知られる玄武洞かある。代表的な火山岩の玄武岩の名はここ

に由来する。直立したイ手の杵が林、上した部分が洞相になって、その」の斜めに

なった柱の束の部分が尾根になっている。この杵か州犬節理で、近っくと写真

1、2のように、　本の柱状節四一ははは等聞臓の水平な割れ目がある。なお、

直立した柱の部分が洞穴になっているのは、板状節理ができて六月板朕のプロェ

Zになってはずれたためである一と人然洞描であるとuなし、その形成機構に

・、
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洞窟の口然と人111日人怖）

も言及している。

『風員の科守一名勝と成凶－』（1975）一一の玄武洞一柱状節理の洞六一の項に

は、「おおきないをひらいた洞穴は、熔岩が団結したときの初／l的なものか、

かつて円‖り日の川床が高かったときの浸企作用によるものか明瞭でない」、と

異なった見方からの記述があり、河会洞の口J能性が示唆されている。

さらに、『日本地名大辞典28、兵庫県』（1988）〔1には「塁間巾赤小字竹栗に

ある洞窟。俗に石山ともいう。（中略）ここはむかしの石切場の跡で」とある。

「人地が語る五億咋」（1992）7、の解説文のなかで、玄武洞ミュージアム館長

山中栄一は「日本の岩山節理を代表する景勝地で海食後の採イJによって洞となっ

たもので、儒者・柴野柴山が北を守る神、玄武に因んで名伸ナて在名になった

もので玄武岩の七一千石名を／トんだ模式地であり玄武岩の標式地である」と説明し

ている。なお、同氏は青龍洞南側の標高20m内外の箇所に確認された史新世段

止層（盟的段丘砂礫層と対比）や円l川Il河口の津屑両付近の海成段丘廟との標

．掛の規根性なとを重視し、最終間氷期（中位段丘）の高海水準期の海食洞を頂

型として想定している。

筆舌が現地調査をした結果では、玄武洞周辺の30箇所におよぶ採山場跡群

（その　一部に洞毘名がっけちれている）は確かに標高20m以上の高さの急撞小

腹の付置に認められる。ただし、その高度分布は松竹地区の芸能洞の標高か150

mの高位に付遣しているなど必ずしも高さが揃っておらず、20～150m前後と

バラツキがある（図1、衰1）。ちなみに、それらを整理した結果では、50～

60mのものが全体の25％、70～80mのものが17．8％、20～30mのものは10．7％

である。したがって、特定の侵食某準l仙こ対応するものとは思えない。むしろ

玄武洞熔岩卜郡の柱状節理が卓越する岩村分布との対止、が汗目される。さらに、

対岸や下流部にかけての地区に20m前後の標高に隆起（離水）海食洞やノッチ

（波蝕窪）の地形が倹出されない。こうした車実は先述の推論に無理のあるこ

とを物語る。

期待にもかかわらず、溶岩屑のなかに形成されている玄武洞が火山／溶岩洞

窟起源であるという言山重はどこを探しても見当たらない。採石傷跡（人工洞窟）

であるという見〟と原型は海食洞または河食洞であり、そこが採イ丁場として変

－16－





洞瑞の自然と人肌（人橋）

表1採石場跡の分布

地閉1NOl洞耶 剪�
下l根の標高（m目上r眼の酷い享＿（一日） 

11 凵P　　　「　　　■7「‾‾T‾‾122 

松 竹 山 �"�雲東海 涛(����ﾈ��ﾃ�"�

3 ��110 ��3��

4 ��50 都��

5 ��70 塔��

北 浦 澱�大将甲洞 涛��100 

71 ��40 鉄��

8 ��40 田��

9 ��50 都��

10 ��70 涛��

11 ��60 塔��

12 ��50 都��

金 イr 竹 柴 【1］ 屋 敷 ��2� 鉄��60 

i4 仞(尨ｹ�;B�70 涛��

15 ��70 塔��

16 �-�8ﾈ､2�70 涛��

17 ��70 塔��

18 ��100 ����C�#��

19＿＿＿ 20 ��11生＿ ��3��
‾‾i盲も ������

21 冉ｸ遧�ﾙ;B�42 的�｢�

22 �>ﾈ遧�ﾙ;B�44 鉄��

23 儷8ﾍY;H����������3��鼎B�

24 侏ｩY�;H������������#"��#��

2＿巨 26 ��){I;B�24　　　　　　　　　44 

写4 鼎��‾‾云7 ��130 ��S��
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29　　　　　　l　　60 剴���

30l �50　　l　　90 
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表2　玄武洞関係年表

●1暦7年（1756）仙石机伸〕紀行文「多他称■l勅に灘イlの採んの侵予の記述

が初山。

■七暦1紳176㍍月糾捕りモ衛川⊥L摘む■皇道申独案内‖二「珍敷イ仙」捌怖と湯拾

客の一　部や用人か来訪した、との目測軋

●「灘石」の／1井かさかんに行われ、イ■川場跡が「イ㈱軋、「峰．裾帆と呼ばれ

ていたことより、この、■1順二は採八がかなり進んで、人きな澤み（渦旧、）とな1

ていた。

●文化一年（】905）柴野粟‥憧蘭し、「杵＝・て日印」根ざを賎計。

●文化【JL庫（川（〕7）芝野菓‥」の廿蘭臨r山武洞」と命れ－する【〉

●柴山を萬う捌糾、11、イー仙二■往、野郎潮、啓雌川枠、川l紬Il、r柵原等が来

臨し、机、■」叫を残す。

●小11「浴折・・折りに詳抑lなf桝をしている】たたし、脚l一に似ていることを紀

しているか、垂蛇に似ていることを‖Jしていないのは栗山の命名の苺と異なる、

と「校浦軋転宅日用55）に粕軋

●本楯γ政　史、武か」のこと引ムl用し、山古郡と誤って記減していると「校捕但馬考」

（1955）に胞胤

●明治27il、志⊥　虻愉巨「日本風景論」、1【÷払【川■、玄止刷の缶が仝矧二止がる。

●明翻2年（川（用）lll鉄山陰本線、紺知山一城崎冊か「片J瓜

●木村君止雄mふ／占川久J一が小心となり玄止しか＝1射擦会」か紬はれ掛金即川場

こる。玄武洞頼坤鳩かl札．注される。掛りが聞軋

●H柵日凍目黒‖）同の人嫉．．J念物に指にされる。採†丁子即となる．，

●明治維新前から刊を毀傷させないため採イ】禁Il策かi」われており越後のrm代

Lッ釜で玄し伸二倣えという人出わがおこ1たことがrl仙風品乱に紆介。

●明胎171日1醐4）rl一応文次郎・代郡Jな火l‥肯ごある触nl川拙治として文武

／日にちなんで「如し1㌧」を＝いる〔，このことは、＼■州叶でに幡地として玄武洞が

広く知られていたことの反映でもあろうr）「如し1一四〕L沢かフふるさと」、以乗、今

日においても定石する。ちなみに小藤はArl。（、SILeの．沢語としては「17．巨岩」を

川いたか人；しなくは1■■L甘かったい祝在は「安両日」が適川している。

●人111仰m25）北仰l。地最、震源地は城崎明「裾‰

●んF15勺（1926）松‥∫瑚屯、玄踊同においてtU椚l締岬）掛易逆転を捌ユ。

●昭利日射1（川4二う）け取地㌫

●…日脚（用以）日■陰海制車　公公帰し■鳩　十中隠備か力われ、r‾ム武洞公園」開

設、帯7■鉱舶ほか巾同の照備

●平成4隼（lt）92）「玄止川ミュ　ノアム・ィ．の情物飾」l胤投。

●、1′成12年（2（）（）〔日　渡舟が廃業し、個人維芋川）渡船か就軋
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形、拡人されたものであろう、という大きく2つの見解に要約される。そして

なによりも、通称玄武洞洞蒲群と称されている洞窟はいずれも奥手了きがはとん

となく、厳酌こは洞窟の形状をなしていない。北矧こある結地区の「大将闘山

が例外的に長さ16メートルの洞卸状をなしているのみで、それも明らかに人1

洞の特徴をホしている。したがって、玄武洞は同席というよりは「窪み」と見

なすのが適切であり、Ill口の見解は妥当といえる。すへて採石場跡とみなすべ

きであり、厳酢こは玄武洞に洞窟はない。あえて原型が存在したとしてもそれ

は洞窟というよりノッチ（波蝕窪）または河岸の岩壁に発ノLした杵状節理の一

次的な崩落とトップリンク（転倒）により形成された崩落窪みであった可能性

を残すにととまる。）

後日、県立l対旧館で知り得た事実であるが、「校補但馬考」（1955）Hのなか

の云己述は注目される。

「この洞緒は初より洞窟をなしたものでなく、土民所用に応じ、地平線より

jllか欠に採ったために自然に洞窟状となったもので決して自然洞窟となったもの

ではない。これは私の漠然とした想像ではない。今から160年前、′宝師7年

（1758）に「但馬考」編制を命じられた仙石碑川公が城崎温泉に浴した時著し

た『多地満．Ⅰ．胡』の中で当時玄武石を採石して用いた様子を書き印した記文に

「この川辺より奇石を耗する。名を灘石という。出るところは白丈の山壁瑠璃

のことく、そのんの様丁は大小さまざまで、八角またはノ、角、挽き円のような

もの　いくつともなくあい重なり村のようになってならんで、上っている。下の

カの石を一つ抜き取ると上から槌にしたがって無数の石か抜け落ち、人削り自

然の状態で人間の⊥（技術）を借りることらない。重宝な石材である、ム々」

とあるとして人1洞説を強調している。まさにこれも卓見である。

2）玄武洞とその周辺地域の地質・地形

玄武洞地域は200万年前から2万年前に噴火した北部近畿小単成火山群（神

鍋山火山・玄武洞火山・扇ノLlJ火山・山倉山火Ill）に属する溶岩層からなって

おり、そこは近畿地方で唯　▲の第l叫紀火山地嵩宮である（図2、3）。

近年、K－Ar年代測定の結黒…（165Ma）から、玄武洞火山は第四紀初期に
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洞ポーのl】黙と人間（人橋）

噴火したことが明らかにされた。（最近まで1万年前と見なされていたが、そ

の根拠は明らかでなく、「‥‖別け岸国立公l卦候補地学術調御報告晋」11、のなかの

1万年前という記載が、後に巾史■－なとに引用され、さらに孫引きされた結果

であろうと思われる）。

本地城の盛盤は中生代白亜紀から古第二紀に田入した花転けトからなりその卜

を不懲合で第一紀中断1日の豊岡累層（北馬層群中郡層）が糾、、それらを北部

近畿小甲成火山群が員いて発達している。この火山岩まアルカリ・カンランfi

質玄武岩でありユーランア人陸束縁からl巧南日本に分れする。かって、「環日

本海アルカリ玄武岩車」と称され日本海の形成に閑る火山活動の確物と見なさ

れたもので、」ヒ郡近畿の判別、火‥躍巨はその最も東灘紺杵をなす。したがって、

この火山活動は第三紀の主r．里割判を経過し、ほとんと終息期を迎えているが、

糾しほ己にはいってもなお小規模な後期甲成火山活動が局地的に起こったことを

示す。

玄武洞火山は豊岡苗」ヒ部の森津から城崎町の楽々浦地区にかけての南北約5

キロ、幅1～3キロの区域に広がり、その中央部を「仙川が東和こ分断しなか

ら貫流している。豊岡累屑を基盤としてその上一に被さり、符相はド付の玄武洞

溶岩と上位の赤れ溶岩抑こ区分される。割れ口噴火であり日射＝lは複数と見な

されており止、右溶岩と玄武洞溶岩は異なった火日からもたらされた。

組l粒部をなす玄武洞溶岩上郡に対して根粒郡の玄武洞桁岩下部は多様で見事

な柱状節理の発達していることが判徴で、わがLdの代表的な玄武岩の柱状節理

として「－■くから注口を浴びていた。l東方の「圧潤丁に広がる神鍋出火I11には小規

模な溶キ‘H同窟　風ントが知られ、人然記念物に指定されている。また、最近に

は但′喝空港建設†∵事現場で火U跡か発見日Jされている。

3）柱状節理

玄武洞の奇岩の本質は杵扶節邦である。

志賀垂軌ま名書『日本風景論』（1889）■1の、玄武岩の巧のなかで、筆跡こ越

後の「ヒツ釜」の杵状節理の様相を詳述し、その後に「玄武洞」を挙けている。

両者の状況かきわめて酷似しているとして、後抑こついては兄事なスケソチ2

5：i



洞錨のH秋と人間（人橋）

葉を掲職するにととめ記述は省略している。参考までに以下にその記述を引用

しておく。なお、後文に奇勝の名声が高まるにつれ保存の計として玄武洞に貞

イ以て採石を禁止したという解説が付されている。玄武洞の奇勝保全策の先進性

を物．語るものとして托目される。

叩仙こ「竪執り、横御号と呼ばれている。伊勢より紬師の持ちきたるおはら

い和をおがうさま。この絶壁の右かの棺の状に似たるを持って斬いうなり。そ

のイ以たるというはこの絶壁イrともの落ちるを観れば厚さが六ヒ寸ばかりにして、

、l′みあり長さ二四尺はかり長短ひとしからず石工の作りなしたるが如し。この

石を数日万稲み重ねて数十丈の絶壁をなすなり、頂は山につつきし老樹鬱然た

り、これ右の方の竪制からなり左はこの石の寸尺にたがわざるイ1を桃に積み重

ねて数十丈をなす事石にl司じ。そのさま人ありて行儀よくつみあけたることく

、」分の斜なし。天然の奇工奇丁妙妙不思議なり。この右の落ちたるをこの田代

村の者様々の物に用いる。片右にしても他所に用いれば崇りありし車度々なり

とそ」

玄武洞火I11の活動によって形成した溶岩台地（玄武洞平）とそれを横切る円

Ill川が形成した峡谷・侵企崖の存在が玄武洞の景観構成の上告となっている。

この河谷地形の1房型は梅水準が100メートル以上も低下した最終氷期の卜刻

作用（豊岡盆地の沖梢屑の張底面高度はGL－40m前後である）によって作ら

れたものであろう。後氷期の海血上野に伴い円山川による理億が進み、約6000

咋前の縄文粘進時に再び数メートルの海面上昇期を挟んで、現水準にまで低卜

してきた■J。もし、玄武洞の原型となる海食窪または河金津（ノッチ）が形城

されるとしたら、後氷期の高海水準（完新世／沖硫段丘）ではなく、それより

占い長一柊悶」氷m（9～127rlllfJの中位段丘剃）しかない。丹後から但馬J也力に

かけての隠成中位段Ii面の高度は20～30メートルであり、［仰1」が指摘した背馳

洞の両側でみられる段丘砂礫層の高度はほほそれと一致している。

巌終氷期の卜刻作川により岩壁の基部が削られ、イ＼安定になった中腹斜面、

柑こ症状節理の発達する玄武洞潜れ層下部で節矧柚こ′††ってトソブリンクが起

こり、そこの部分がノソチを形成したという叫能性について検討してみよう。

岩盤の露出都、洞霧状地形群は柱状節理の発達する玄武洞溶岩下部層の描出

－5√1－



洞肘の「1黙と人借日人橋）

する円‖‥川岸の松11から赤イ」にかけての地区、約2．5キロの区間にのみ見ら

れ、しかも峡省の岩壁が河水に急迫している個所に集中している。

30箇所におよぶ露が部は、それぞれ独特の杜夫節理が発達しているという共

通点が認められる。特定のu企才一押血に対応したものであり、ノノ千が原型で

あるとしたら広灘にl叶様な地形が両岸で彬成されたはずである。しかし、そう

した事実は催記されない。同質）玄武岩はそのト流邪結、「局、楽々浦、飯谷

に凶われる上野台地とその対芹の伊賀谷、岩場、滝、肝罠、森津、　見に閉ま

れる伊賀谷台地と　一見溶岩台地をっくっており、さらに上山、来日にも一部分

れしている〔）円Il州に柱状節理の発達する玄武洞潜に卜郎即）作る急斜血（断

崖）が直接滴lしている個所にのみ限定されており、急ほが後退して川岸から距

離がある桐所にはほとんと見られない。

4）洞窟なき玄武洞

LU洞窟の実態　洞H、JnJ哩、洞底、人井か直紀陳で方形の断甫l形をなしており

節矧帥こ整合的である。洞描状地形の内部や周辺においてその成因を小す流

水による侵食、火Ill情動に繋がるような熱変成やカスのu力に関る形伏、痕

跡がまったく認められない。人将叩（長さ約16メートル）を除けは洞窟の奥

行きは数メ一一トル以内ではとんとなく、厳密には洞窟といい難いものはかり

である。したがって、30ヶ所の往状節理の見られる露岩と窪みはいずれも採

石場跡と見なすへきものである。その一一部には、南仙jから北側へ胡龍洞、玄

武洞、白虎洞、南朱雀洞、」ヒ朱雀洞、金石器・金龍、金石往・飯能、北浦・

人償軍洞、松竹山・雲龍洞厄との名称がつけられ、それぞれに人為的な観光

洞開発の歴史が刻まれている。

大‥15年の「ポ勝・人黙記念物調査報告」には、肯龍洞の関所で10咋ほと以

前からさかんに採れが行われ、ついに洞状になった、という，，J述かみられる。

奇絶、玄武洞の保全問題がすでに　部の識者の問で重要視されていたのにもか

かわらず、そうしたことをまったく意に会することも如く、周囲の岩場では仕

民たちが採石に勤しんでいたのである。

nD－



洞苗の自然と人間（大相）

3．二次的景観／江戸期のなりわい（生業）景観の出現

1．採イi場とその＼t地条件として、下記のような要因が挙げられる。

の黒色、緻密・堅牢な玄武岩（玄武洞溶岩屑）とそれが作る岩壁。特に、見

事な′■＼角柱状節理と板扶節二哩の発達する玄武洞溶岩下部層が卓越している

こと。

②角柱状節理の発達していること。切り出しが容易（ツルハソや金挺のみで

可能）、「灘右」（六方石）■いと呼ばれるH石ははとんと加工を安しなく野面

積または簡甲な割りイJでも材として利用できたこと。城崎温泉を貫流する

大硲川の護岸イ］垣が灘石を用いていることは（写真6、7）よく知られて

いる。

（針目山川の水運。垂足の大きい石材搬送が効率的に行える地形（崖卜へ転落、

ノ＼角柱状節押

鯵
1＝h→

板状節理

伝う＼
六方イi（灘右）

黒色・徴密、堅隼

亀利夫断面→玄武岩

加lを要せず所用

l

んり

飛イl・救イ】・イ】ln・h■1物イl

図4：灘石（六方石）の産状

玄武岩の断l軸は11六川形で杵のように村み巾なって／■＼frjぴ）書†を、lt′へたように兄える。

このような杜朕の並び力（判れカ）を桂扶節理という。玄武々】；は1200度くらいのマグ

マか地」にt二昇して、ゆ一Jくり冷え【珂ま一）たもので、冷える途中で伍はりの中心がは

は笥骨r新二発／J L、それぞれの中心にむか〆つて収縮する際に、その場に判れHができ

てノ＼何彬をつくりたす。臆測】†しい軌対流の動きによってノ、殉fIの　一辺と、軋み巾なっ

てみえる層の卑みほほほ同いくさになっている。
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洞昂のH黙と人冊（大橋）

写真5．岩手県等根田の玄武洞

玄武岩ではなく∵友‥lキ■抽綱目析正目こみられる六川粍扶節理、溶∵か冷帥l冥桁するため

に生い二割れ口。■11さ80m、帖約200m蹴桝か川潮に、回目lの浸食作川によってノノ

チ（窪）が発透し、l郡の川主か不‘女足となりTlrj小火部に見られるように垂l白の岩

fTにできた水平の割れ目を蟻はして屯ノノによ畑刷落、転倒し（p叩11ngトンブリンクを

繰り返した轟．1■黒人き眉目lみが彬成される。㌍岡■りの玄踊］（採石跡）の初原形膿も軌

似したメカニズムによって形成された露1■∴澤であ1たことかr想される。

ここも「玄武洞」と咋はれ、円指定の天然．．己念物となっている（平成‖年9月に、岩

f両の火l‥活動と良相川日日J流1戒を㌫央として発1した地震で刷壊した。
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洞荷のH殊と人IH】（人相）

写真6▲城崎温泉郷を流れる大硲Jll

写真7　大鶴川の護岸石垣に用いられた灘石

－58－



桐箱のrl然と人間（人橋）

滑動、投卜が容易）、犀下に船が接岸可能で水運により石材の搬送ができ

た。

「灘石」という呼称の由来を天然記念物報告し【‡には海食洞とみなす重要

な証拠としている。灘は河津となった汗浜に由来することも考えられる。

搬出条件としてのrリ山川の高減舟による水運の降船こ関しては「城崎町史」

に詳しい。■島瀬川が接岸Lやすい、急尾部が水面に臨んでいる田所。再帰・

の水耐こ直臨．した連続的な侵食用の発達していることが心材′h射出形成の

重要な立地条竹である。

④日本海性気候。仙tゴ地ノいま冬季の隠雪肌呂」が長く壬酎′卜ができない。農閑期

の余剰労働力を利用して、採イ■竹業が農即）副業として子Jわれた。専業業

者が存在せず、石材′i椎の記録がほとんと残iしていないのはそのためで

あろう。木地方の冬期余剰労働力が季節的出様き一仙引十氏（灘の洒作り）

－各年み「hLたことは周知のところである。

4，観光洞景観の創生

観光洞として玄武洞が成、上した過程は大きく、卜記の1～4つの時期に区分

できる。

1）第1期：石切り場／珍敷石山・石柱洞・峰嵩潤

●玄武洞の原景観に入賞が加わり、′l業∑潤としてのイ川川場が州現したこと

か「机愕考」の編者である仙イ潤川の「多地蔵古狸」（7年雫暦、1758）に

初出する。

●すでに、rJ「一柳鋸こは抑■」に採石が進んで、岩畔の拝みか大きくなっていた

ことは大阪の藤尾弥兵衛が著した旅子」案内記、川場捌l墨迫申独案卜机（1763

）】■■に珍敷mllという呼び名のほかに、イ■住洞、峰捌洞〕呼称があった、と

いう言己述からも伺える。そして、この時鋸二は城踊．且根の湯治客の　郡や雅

人の来訪があったにととまった。

5〔）－



洞轟のH妹と人聞（大橋）

●柴野栗山の登臨と命名

寛政の三博士と呼ばれ、昌平校の教官であった大儒学者、柴野栗山が文化2

年1月10日に登臨し、「群玉争輝」の雷を残している。文化4年6月25日に桜

井維温、黒崎樺等を従い再適した。この時に玄武洞と命名し、天下の奇勝とし

て紹介した。

その後、栗山を慕う篠崎小竹、仁科白谷、野田笛浦、酉藤拙堂、石井鶴山、

奥劣斎などが次々と来訪し、好詩句を残した。

本居（憲政）翁も、k間に基づき玄武洞のことを「丁手中紀伝」に記している

が場所を誤って拍石郡としている（校補但＿馬考）。

小竹は「浴折退筆」に「湯嶋豊岡の間に、江浜に石山あり、石柱密す。その

色黒くその頭六出しあるいは五山す。これを望めば様相の幹のごとく節々判

すかし、縫いあわすもののごとし。礎となし、磯となす。また斧撃を用いず、

十人採るも尽きること無く、その超脱然洞をなす。栗山柴翁名伸ナて玄武洞

という。はなはだその石黒くして北方にあり、かつ六山密布亀甲に難するあ

るのみ」、と記している。

玄武は北方の七九引こて亀蛇をいうなり。位北方にあり故に玄といい、身に鱗

叩あり故に武という。洞中に仰ぎ見れば紋理亀腹のごとく、縦に之を見れば

出立垂蛇のごとし（楚群召玄武而奔属の註）。

柴山故をもってこれを名付ける。

「小竹が亀甲に似ていることだけを述べて、垂蛇に似ていることを述べてい

ないのは柴山の意にあらず」との指摘が「校補但馬考」に見られる。

「玄武洞銘」（写真8）の碑文も同様であり、その銘文に様相の幹のごとし・・

・とあるのほ小竹の文からの引用と思われる（これは筆者の付記）。

地質学者・中藤文次郎がbasdtの訳語として「玄武岩」とした川、のはここ

がすでに著名な勝地となっていたことによるものであろう。

維新前の「奇勝を毀傷せざらんため石を拉し去る禁ILす、ところが維新後緩

んで再び所在人民が採石を始めたので復た禁止した」とその後の荒廃ぶりを

「日本風景論」のなかで志賀重昂は記述している。さらに、越後の田代七ッ

釜でも玄武洞に倣って奇勝保存のまlを画した」とある。
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洞指の白黙と人間（人橋）

写真8■玄武洞銘

2）第2期：明治治42年（1909）山陰本線の開通と観光洞創生策。

「玄武洞銘」によると、Ill陰鉄道」やの完√後、遠州人（静岡脱出身）であ

る古川久吉が金を投じてもって一記念物をっくろうと考え、それに共感し、

玄武洞の奇絶の荒廃を病んでいた城崎4、」の中林君il▲郡長との　人の先堤者が

保勝会を乳l】成して、修洞のための資金集めを寺］った。白金をもって私地を買

い区域を広け、公道を聞き植樹や泉れの配置、さらには対岸に玄武洞の停車

場を掛ナ、　大整備を推進した。とある。まさに、鉄道開通を契機とした

「町台のむらおこし」策である。

「⊥民挟りてこれを採り、さいさい11まず年を経る久しき遂に洞状をなす。

土艮顧みずこれを朝夕に採る。砂礫散布し菅茅径を采き険危蕪機響超すへか

らず」と玄武洞銘文にも刻まれている。

193川、国人然言己念物指定となるにともない、採石が禁l卜された。
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細．臣引l址と人l冊（人橋）

京都大学の松Ill基範によって、ここの玄武岩層の計測においてHl界故初の磁

場の逆転している事実が発見（1931）川、された。その重要性については彼のタヒ

後30イ1を経過してはじめて認められ、後に大陸凛移説を裏付け、再評価する契

機ともなったことはあまりにも有名である。ただし、科学史卜の重要なSPOT

であってもそれが観光につながることはあまりなかった。

「洞内外は土石惟椚し雑草繁茂し時々雅客や城崎温泉浴客の来訪するに過き

ざりしか‥・」、という史跡・天然記念物報告書（1926）の岩己城に、大正時

代の荒廃の様相がありありと硯える。

3）第3期▲2度の震災による崩壊／荒廃期

大lH4年（1925）の北但馬地震、昭和18年（1943）の鳥取地震と2度の震災

により玄武洞は人破、落石が発生し、洞窟の全面が埋没した。昭和42年に除石、

修理杏子jったが旧姿の虻人な奇観は失われた。

楓】寺態勢というこの時期の社会情勢下、観光現象そのものが冷え込んでいた

ことも髭甲誓し、観光洞はじまって以来の危機を迎えた。

4）第4期一戦後の再興期。

晶度成長期のツーリスムの隆盛と発展する城崎温泉との結合、さらに、昭和

38年、山陰海岸国立公園に昇格に伴い、人規模な再整備が図られた。玄武洞に

隣接する青龍洞、白虎洞、南朱雀洞、北朱雀洞の4洞を除右、修景し、さらに

保安林の．設定なとが行われ、「玄武洞公園」として面Rを　一新した。

対岸のJR玄武洞駅前から渡舟の憶があり、昭和58年（1963）の渡舟の乗客

数が197，200人に遥したとの。己録がある。近作、それも廃業し、外船機を備え

た個人営業の小船が代わって本定期で稼動している。「′成4年、「石の花・華

博物舘／玄武洞ミューシ7ム」が開館した。そこは単に観光のスポットとして

でなく地域研究、文化活動拠点としての機能と活動が凶られている。
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5．おわりに

1．玄武洞の洞毘郡は火Ilは（溶1㌧；）である玄武1㌧のなかに形成されている。

だが、それらは火l‥活動となんらの関係がなく、火山／溶岩洞窟（自然洞）

ではない｛〕洞昂の成偶については諸説があるか、和創司、河食洞または窪ノノ

チが原里であったという里美の確認はできないr－　したがって、玄武洞は自然

洞霜ではなく、人t洞窟（採石跡）であると断定される。

2．名勝／景勝地としての「よ武洞」は玄武岩（溶㌫）か作った特異なノ、剛柱

状節即の絵柄、「奇1■；」と「なりわい」（採イl跡）調凱　さらにそれを観北洞

として、人為的に最独創圧した、いわゆる「共／l景観」である（）

3　採イl場はすでに汗＝中期より「珍敷イl山」、lム柱洞」、「峰罵洞」なとの名

で但馬の勝地として知られていた。柴野米Illの「玄武洞」の命名と紹介、玄

武岩の岩ん名の発祥地、「日本風宗論」なとの著作に登場し、全国的な知名

度を得た。さらに人然記念物、い、l正公闘旨定、．JR駅省なとにより、城崎温

最の隆盛とともに観光地としてその名が普及、拡大した。

形態lから、厳秤目こいえは玄武洞は洞甜ではない。むしろ「産業遺跡」と

見なすへきものである。ただし、採ム場の成、ナ条件に／＝1するならは、多様

甘柱状節理を形成する玄武岩の存イ†（地質・岩イ1条件）とその露山地点が円

‥州に急迫し、搬出か呑計である地Ixという地形的条什が前提とな←）ている。

さらに、日本海性（山陰里）気候の阜越一粘りが多くその明閃か長い－と冬

季の農村余剰明■働力の発隼なとも背エJ主とな1ている。

「洞謂なき玄武rl・日の観光洞l絹発は日馬地力の地質・地彬・歳候等の自然

／風lと人阻′地域社会史が複合してはじめて成立したものである。

その成、ン過梓で、町治の「仙IJの近代化策の　環として山発した観光洞

（景観）Gり生策が決定的に重要であり、今日の礎となった。その後、ノ美に1

世紀が経過している。

4．観光地として出発した1机より、玄武洞は城崎混泉を核としたネソトワー

クのなかで存命してきた。）「玄武朴司を1Jてから城崎へ行く」のではなく「城

眉
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崎へ来たっいでに玄武洞へ」という、従前からの行楽パターンと傾向は今も

変化していない。

玄武洞を核にした、tTR豊岡駅一玄武洞・玄武洞ミューソ7ムー丸山公宛一

丸山卜り屋形船一律桔山漁港フィッシャーマンズヒレノンー城崎マリ¶ノワー

ルトという新モデルコースがっくられている。それがとれたけ情況を変える

力を発揮できるものかは今後のなりゆきを見守るしかなかろう。

5．変転の雁史のなかでの度重なる再生策の成果として今日の玄武洞がある。

戦後の高度成長期を背菜としたツーリズムの隆盛のなかで玄武洞は蘇った。

今後においても決して安穏な道のりではありえないであろう。さらに新たな

展開が求められている。

本稿をまとめるにあたって、西日高中学校の服部弘校長、「玄武洞ミューソ

アム」田巾栄一館長の両氏には現地で樽々こ教示をいただいた。記して深謝の

意を表します。館長の私隼を賭した情熱的活動に感銘し、地域文化活動の新た

な地、I7を拓く拠点となることを期待して稿を閉じることにする。
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